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日本の未来を切り拓く材料研究の活動を支援する 

      

本板硝子株式会社は、 

無機材料の一つであるガラス

から成る製品を社会に提供してきた企業と

して、研究助成を通じ、広く無機材料全般

の研究活動の促進に寄与したいという思い

から、同社創立 60 周年を記念して関連会

社と共に、昭和 54 年（1979 年）3 月に財

団法人日本板硝子材料工学助成会を設立致

しました。我が国の無機材料の学術と技術

の発展への貢献を目的として設立されまし

た当財団は、令和 2（2020）年度には 42

年目を迎え、また、平成 21 年（2009 年）

12 月 1 日に内閣府から新公益財団法人と 

して認定されて以来、11年目を迎えました。 

この間、無機材料を中心とする萌芽的な研

究に対して、微力ながらも助成活動による

貢献を継続してまいりました。 

途中から、海外（指定国）への研究助成、

日本で行われる国際会議に対する支援や助

成者が研究成果を普及するための活動支 

援（多くは海外発表支援）も行っており 

ますが、日本国内の研究者に対する研究 

助成が当財団の主事業でございます。 

お陰様で、設立以来、5,359 件の応募が 

あり、選考した総件数は 1,327 件、 

助成金総額は 17 億円超を贈呈してまい 

りました。 

助成対象分野はガラス、セラミックス 

その他の無機材料全般ですが、最近は、有機

無機複合体、ナノ技術を駆使した高機能材料

研究や計算材料科学など従来の領域を超えた

複合的研究により、多種多様な応用が期待さ

れる応募も多くなっています。助成テーマの

選考につきましては、各分野を代表される選

考委員の先生方により、特に萌芽的な研究を

重視した厳正で公正な選考を実施して頂いて

おります。 

令和 2（2020）年度は、正に新型コロナ禍

に翻弄された年となりました。4 月初めには

緊急事態宣言が出され、毎年 4 月後半に東京 

・住友会館にて開催しております研究助成金

贈呈式も一旦は延期したものの、残念ながら

中止、そして上期の主要な財団会議もすべて

書面開催・書面決議となりました。 

ご参考までに、平成 31（2019）年度に開

催されました第 41 回研究助成金贈呈式の式

次第と助成者集合写真をご紹介します。 
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平成 31(2019)年度 第 41 回研究助成金贈呈式次第 



 

 

この時は、当財団の設立母体である日本

板硝子株式会社創立 100 周年、当財団設立

40 周年にあたり、ご寄付を多く頂き、通常

40 名の国内研究助成者を 50 名に拡大し、

また例年 1 件の特別講演を、40 周年記念

講演会として、当財団に関係する国内外の

著名な方々から 3件のご講演を頂きました。

助成者の方々には大変貴重なお話であった

と存じます。 

令和 2（2020）年度の話に戻りますと、

夏には新型コロナ第二波とも言える感染の

波が来ましたが、9 月後半から感染状況が

比較的落ち着き、例年秋に行っている約

30 社の寄付会社様への活動報告などは 11

月末までに殆ど終えることができました。 

7 割近くの寄付会社様が訪問を受け入れて

頂き、それ以外はオンライン会議等の対応

となりましたが、助成活動についてご興味

を持って聞いて頂きました。新型コロナ禍

は大学・研究機関の研究活動、そして企業

収益に対しても影響が大きいですが、この

ような状況下でも、多くの寄付会社様から

は日本の強みの一つである無機材料研究へ 

継続支援を頂けるお言葉を頂いております。 

残念なことに、11 月末からは第三波とも言

える感染拡大が続き、この冬の状況が心配

されていましたが、遂に 1 月 7 日に首都圏

一都三県に緊急事態宣言が再び発出されま

した。当財団の研究成果発表会は 1 月 27 日

に、Social Distanceのため参加者を制限した

現地開催＋オンライン配信の形で行う予定

でしたが、この緊急事態宣言を受け、開催

形態や開催可否を再検討中でございます。

今後の対応は当財団のホームページ、 

http://nsg-zaidan.or.jp/をご覧ください。 

 

 

(公財)日本板硝子材料工学助成会ホームページ 

平成 31(2019)年度 第 41 回研究助成金贈呈式の助成者集合写真 



新型コロナ禍が続く状況では、実験が必

須である材料研究を継続することも大変厳

しい環境にあると思われます。素晴らしい

研究成果を挙げるには、研究者個人の独創

的発想が重要ですが、それを具現化するに

は様々な連携・協力・支援が必要です。 

当財団も無機材料を中心とした萌芽的・独

創的・基礎的な研究に対する支援を 40 年

以上継続してまいりましたが、現在の厳し

い状況においても、日本の強みである無機

材料分野の研究者の方々が世界の舞台で引

き続き活躍できるよう、今後も精一杯の支

援を継続する所存です。 

 

 

恐らく、新型コロナ禍の影響は来年度も

続くと予想しておりますが、多くの法人様、

そして個人様からのご寄付と保有資産の運

用益で殆どの収入が成り立っている当財団

としては、財団運営努力を更に重ねると共

に、広くご寄付、ご支援を賜りたく、よろ

しくお願い申し上げます。 

（2021.01） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


